
(3) 2024年 3月 15日  第 1119号 ム

区

麦
一衡
の
米
Ｆ
に

″
」ぐ
ま
■
片

筆
者
が
、
初
め
て
五
百
旗

頭
一県
先
生
を
神
戸
大
学
の
研

究
室
に
訪
ね
た
の
は
、
か
れ

こ
れ
２０
年
近
く
前
の
こ
と
に

な
り
ま
す
。

そ
の
五
百
笈
頭
員
先
生

が
、
３
月
６
日
、
急
逝
な
さ

れ
ま
し
た
。
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。

五
百
策
頭
具
先
生
は
、
２

０
０
６
年
８
月
に
防
衛
大
学

校
長
に
就
任
さ
れ
、
２
０
■

２
年
３
月
ま
で
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

将
来
、
陸

・
海

。
空
自
衛
隊

の
幹
部
自
衛
官
と
な
る
べ
き
者

を
養
成
す
る
防
衛
大
学
校
。
そ

の
使
命
は
重
く
、
防
衛
大
学
校

長
の
責
任
は
甚
大
で
す
。

３
月
８
日
、
久
保
文
明
防
衛

大
学
校
長
は
、
哀
悼
の
意
を
表

さ
れ
る
と
共
に
幾
多
の
業
績
を

挙
げ
ら
れ
た
五
百
旗
頭
元
学
校

長
の
む
尽
力
に
感
謝
を
表
明
さ

れ
て
い
ま
す
。

「五
百
篠
頭
元
学
校
長
は
、

複
雑
化
す
る
国
際
社
会
に
お
け

る
わ
が
国
の
将
来
の
課
題
と
役

割
を
見
据
え
、
そ
の
任
務
を
担

う
幹
部
自
衛
官
の
育
成
こ
そ
が

防
衛
大
学
校
の
職
責
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
本
校
が
安
全

保
障
研
究
や
戦
略

・
戦
術
研
究

に
お
い
て
も
最
先
端
の
研
究
機

関
た
る
べ
き
と
の
問
題
意
識
の

も
と
、
国
際
交
流
の
充
実
、
募

集
定
員
の
拡
大
、
総
合
安
全
保

障
研
究
科
後
期
課
程
の
開
設
、

地
域
研
究
担
当
官
の
増
員
、
防

衛
省
設
置
法
改
正
に
よ
る
研
究

任
務
の
法
制
化
、
科
研
費
に
よ

る
研
究
活
動

へ
の
参
加
な
ど
、

多
く
の
施
策
の
実
現
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。」
（
３
月
８
日
付
け

久
保
文
明
防
衛
大
学
校
長

記
　
筆
者
抜
粋
　
防
衛
大
学
校

Ｈ
Ｐ
）

本
稿
で
は
、
五
百
旗
頭
学
校

長
が
尽
力
さ
れ
た

「国
際
交
流

―
ル
を
訪
間
中
の
山
田
　
満
早

稲
田
大
学
教
授
と
会
談
さ
れ
た

中
で
、
弔
意
を
表
明
さ
れ
る
と

共
に
む
遺
族
宛
の
弔
意
文
の
伝

達
を
託
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
、
五
百
旗
頭
学

校
長
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
国

父
で
あ
る
グ
ス
マ
ン
首
相

（
当

時
）
の
要
請
を
踏
ま
え
、
同
国

国
軍

（
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
Ｌ
）
の
若

「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｎ

¨
東
テ
ィ
モ

ー
ル
か
ら
の
留
学
生
」
　

五
百

旗
頭
員
防
衛
大
学
校
長
　
記

筆
者
抜
粋
）

更
に
、
２
０
０
９
年
３
月
に

は
、
グ
ス
マ
ン
首
相

（
当
時
）

を
防
大
に
招
き
、
全
防
人
生
に

講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
同
首

相
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
激

し
い
独
立
回
復
闘
争
の
こ
と
や

担
う
防
大
生
の
心
を
つ
か
ん
だ

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
り

そ
し
て
２
０
■
０
年
４
月
、

４
名
の
留
学
■
期
生
が
防
大
に

入
校
し
ま
し
た
。
男
女
各
２
名
。

特
筆
す
べ
き
は
、
五
百
鎮
頭
学

校
長
が
、
防
大
の
歴
史
始
ま

っ

て
以
来
、
初
め
て
、
外
国
人
女

性
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
こ
と

で
す
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
国
防

生
２
名
と
女
性
留
学
生
■
名

（残
念
な
が
ら
■
名
は
途
中
で

帰
国
）
を
、
と
て
も
嬉
し
そ
う

に
見
守

っ
て
い
ま
し
た
。

防
大
初
の
外
国
人
女
性
留
学

卒
業
生
と
な

っ
た
彼
女
は
、
国

軍
で
活
躍
中
で
す
。
防
衛
省

・

自
衛
隊
に
よ
る
国
軍
の
能
力
構

築
支
援
や
防
衛
大
臣
を
始
め
要

人
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
訪
間
等
に

に
つ
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
東
テ

ィ
モ
ー
ル
国
軍
の
若
手
幹
部
と

し
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
江
田

島
の
海
上
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

学
校
や
防
大
理
工
学
研
究
科
前

期
課
程
を
修
了
す
る
卒
業
生
も

出
て
い
ま
す
。

防
大
に
お
け
る
人
材
育
成

は
、
民
主
主
義
国
家
東
テ
ィ
モ

ー
ル
の
国
軍
づ
く
り
、
国
づ
く

元
防
衛
大
学
校
長

五
百
旗
頭
員
先
生
と
東
テ
ィ
モ
ー
ル

の
充
実
」
の
中
か
ら
、
２
０
０

２
年
に
独
立
を
回
復
し
た
ア
ジ

ア
で

一
番
新
し
い
国

。
２
０
２

５
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
を
目

指
す
東
テ
ィ
モ
ー
ル
と
の
関
係

に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

２
０
２
３
年
７
月
か
ら
再
び

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
首
相
を
務
め

て
い
る
グ
ス
マ
ン
首
相
は
、
３

月
１１
日
、
ち
ょ
う
ど
東
テ
ィ
モ

手
軍
人
の
防
衛
大
学
校
留
学
受

け
入
れ
を
決
断
さ
れ
ま
し
た
。

「東
テ
ィ
モ
ー
ル
と
い
え
ば
、

自
衛
隊
が
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
を
行

っ

た
地
で
あ
る
。
住
民
に
銃
口
を

向
け
る
の
で
は
な
く
、
住
民
の

お
役
に
立
つ
こ
と
を
進
ん
で
行

う
有
能
で
軍
紀
の
確
か
な
自
衛

隊
、
そ
の
評
判
を
得
た
活
動
で

あ
れ
ば
こ
そ
の
要
請
で
あ
ろ

う
・。
」
（
平
成
２２
年
度
防
衛
白
書

国
づ
く
り
、
規
律
正
し
い
軍
幹

部
の
養
成
の
た
め
に
防
大
に
若

者
を
留
学
さ
せ
た
い
と
考
え
た

こ
と
等
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
独
立
回
復
闘
争
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
命
懸
け
で
戦
い
、
今

は
国
民
が
よ
り
良
い
生
活
が
出

来
る
よ
う
国
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
グ
ス
マ
ン
首
相
。
誕

生
後
間
も
な
い
民
主
主
義
国
家

の
指
導
者
の
話
し
は
、
次
代
を

を
担
う
女
性
幹
部
の
育
成
を
自

ら
の
使
命
と
さ
れ
て
い
た
グ
ス

マ
ン
首
相

（当
時
）
は
、
と
て

も
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

５
年
後
の
２
０
■
５
年
３

月
、
卒
業
式
に
は
東
テ
ィ
モ
ー

ル
か
ら
国
防
大
臣
と
参
謀
長
が

駆
け
付
け
ま
し
た
。
自
分
の
名

前
を
告
げ
ら
れ
る
と
大
き
な
返

事
を
し
て
、
卒
業
証
書
を
両
手

で
し

っ
か
り
受
け
る
男
性
留
学

際
し
て
も
、
橋
渡
し
役
を
立
派

に
果
た
し
て
い
ま
す
。

五
百
旗
頭
学
校
長
が
東
テ
ィ

モ
ー
ル
に
門
戸
を
開
い
て
く
だ

さ

っ
て
以
降
、
防
人
の
教
職
員

の
皆
様
は
じ
め
関
係
の
皆
様
の

厳
し
く
も
温
か
い
む
指
導

・
む

支
援
等
を
賜
り
、
既
に
１７
名
の

留
学
生
が
防
大
を
巣
立
ち
ま
し

た
。
防
大
卒
業
生
で
あ
る
こ
と

を
示
す
メ
ダ
ル
を
誇
ら
し
く
胸

り
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と

言
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
４
月
に
は
、
新

た
な
■
名
が
防
大
の
門
を
く
ぐ

り
ま
す
。

２
０
■
■
年
秋
、
五
百
旗
頭

学
校
長
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
訪

間
さ
れ
ま
し
た
。
東
テ
ィ
モ
ー

ル
国
軍
、
警
察
、
消
防
、
内
務

省
を
始
め
東
テ
ィ
モ
ー
ル
政
府

の
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
を
対
象

防  衛  木



＼/:

り,なく

に
、
自
ら
被
災
し
自
宅
は
全
壊

・
教
え
子
の
ゼ
ミ
生
を
失

っ
た

■
９
９
５
年
の
阪
神

・
淡
路
大

震
災
や
２
０
■
■
年
３
月
の
東

日
本
大
震
災
の
翌
月
に
発
足
し

た

「復
興
構
想
会
議
」
議
長
と

し
て
の
体
験
等
を
踏
ま
え
た
防

災
や
減
災
、
復
旧

。
復
興
等
に

つ
い
て
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
地

理
的
条
件

。
国
情
等
を
踏
ま
え

な
が
ら
丁
寧
に
説
明
さ
れ
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

五
百
旗
頭
学
校
長
は
、
短
い

東
テ
ィ
モ
ー
ル
訪
問
期
間
中
、

大
使
公
邸
に
滞
在
さ
れ
ま
し
た

が
、
帰
国
当
日
、
飛
行
機
に
乗

り
遅
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
周
り
が
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
ま

で
机
に
向
か
い

一
生
懸
命
原
稿

を
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
「
締

め
切
リ
ギ
リ
ギ
リ
に
届
く
手
書

き
の
原
稿
に
は
悩
ま
さ
れ
た

が
、
い
つ
し
か
癖
の
あ
る
字
が

読
め
る
よ
う
に
な
り
、
学
者
の

硬
い
原
稿
と
は

一
味
違
う
、
軟

ら
か
な
文
章
に
魅
せ
ら
れ

た
。

」
（３
月
８
日
付
け
　
毎

日
新
聞
　
ア
ジ
ア
調
査
会
事

務
局
長

・
毎
日
新
聞
客
員
編

集
委
員
　
岸
俊
光
　
記
）
。

ひ
よ
っ
と
し
た
ら
、
こ
の
原

稿
を
書
か
れ
て
い
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

五
百
旗
頭
員
先
生
、

最
愛
の
奥
様
と
再
び

一
緒

に
な
ら
れ
ま
し
た
ね
。

お
二
人
の
あ
の
素
敵
な
笑

顔
が
浮
か
ん
で
参
り
ま
す
。

心
よ
り
む
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
お
世
話
さ
ま
に
な

り
ま
し
た
。

北
原
　
巖
男

（き
た
は
ら
い

わ
お
）
　

元
防
衛
施
設
庁
長

官
。
元
東
テ

ィ
モ
ー
ル
大

使
。
現
日
本
東
テ
ィ
モ
ー
ル

協
会
会
長
。

（
公
社
）
隊
友

会
理
事


